
卒業生カリキュラム評価

Ⅱ．国家試験対策に対するアンケート　　（学生数3名）
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Ⅲ．卒業前看護技術前演習に対するアンケート　　　（学生数2名）
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令和7年2月実施

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 評価基準
　
 

       評価項目

評　価　理　由
（青字コメントは評価基準2および1の理由）

⒘

国

家

試

験

対

策

に

つ

い

て

１）模擬試験の時期・回数・内容に

　満足している。
1 2 0 0 3.3

・ちょうどよかったと思います。何種類かを受けれたので偏りがなくてよかったです。

・模試の回数はよかった。

２）外部講師の特別講義に

  満足している。
1 2 0 0 3.3

・わかりやすい言葉で教えて下さったので、今まであいまいだったところが理解でき、少し自信が持てまし

た。

・症状のメカニズムから細かく教えてくれたため、とてもわかりやすく理解につながった。

・とても分かりやすくて安心感もあった。

・わかりやすかったし、過去問を中心に行ってくれたので本番の役に立ちました。緊張した時、教官の思い

出話も聞けて心づもりができました。

・国試に出やすいことを教えてくれたり、覚えたほうが良い点を教えてくれていて、わかりやすことが多

かった。

・教官がしっかり理解できていないなら、他の教官に依頼するなどしてほしかった。レビューブックを読む

だけの講義はいらない。

・もう少し増やしてほしかった。

４）1月2月の学内学習内容に満足している

（プリントなどの学習教材をふくむ）
1 0 2 0 2.6

・過去問からなぜこの解答なのかを丁寧に教えていただけた。必修問題（記憶）を1月中旬からメインにや

れたので本番の時安心できました。一番心配していたので…。

・過去の模試のプリントの写しよりも、学生個人にあてられたプリントが良かったと感じた。

・補講がもっとしてほしかった。

３）教官の補習講義に

満足している。
1 1 1 0 3.0

５）国家試験対策についての要望やご意見がありましたら、

   是非お聞かせください。

・取り組みが遅いと感じた。特に1月～補習というよりも、もっと早い段階で取り組みたかった。

・教官が理解できていなければ講義しない方が、学生は混乱しなくてすむ。学生の前でわからないとか、不

安をあおるようなことは言わないでほしい。

・4月から毎日必修解きたかった。

・クラスメイトが外部講師の「ここが出るよ」と言った所をメインに学習していたことを本番前日に知りま

した。インスタライブを見たから大丈夫と安心していたことも後から知って、その考え方にリスクがあるこ

とをもっと前に知っていたら…と思いました。

国家試験対策について 平均点

　　　　　　　　　　　　　　　   評価基準
　
　
 

       評価項目

評　価　理　由
（青字コメントは評価基準2および1の理由）
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い

て

１）演習項目に満足している。(静脈血採

血、輸液の準備）
1 1 0

３）演習方法は効果的だった。 2 0 0

3.5 ・実践的で考えながら行えたので良かったです。

２）演習に必要な物品は揃っていた。 1 1 0 0 3.5 （なし）

0

0 4.0 ・少し就職した時のイメージが持てました。

４）演習時間は十分だった。 0 1 0 0 2.5
・技術が苦手なので、私には練習が必要とわかり、もう少し時間が欲しかったです。でも放課後や空き時間

にできると問題はないです。

・改めて疾患のことを再学習できたので、教官の言っていることが理解できた。

６）卒業前看護学技術演習についての要望やご意見がありましたら、

   是非お聞かせ下さい。

・今の時点での自分の能力を知れました。卒業してから就職するまでの間の時間を有効活用できそうです。

・事例を用いて演習を行うことでその患者に必要な個別的な援助などを考えることができたため、すごく参

考になった。また、学生のできる部分と、できない部分を細かく教えてくれる先生や、手技をしっかりと教

えてくれる先生が教えてくれたため、自己分析しながらできたことが良かった。

卒業前看護技術演習 平均点

５）事前学習は活用できた。 1 0 1 0 3


